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指導室の 
    概要 

グループ 
   指導 

学部生 
  指導員 



 スタッフ 

 

ライティング指導統括担当 : 1名 
 

大学院生（博士課程） : 1名 

（週16時間） 
 

学部生（2年生） ： 3名（各週3時間） 



  対 象 

 

 全学生（約1万人） 
 

   工学部・理学部・医学部・薬学部 

   法学部・文学部・教育学部 
 

 





構成編 





 主な指導内容 

グループ指導 
  1グループ（４～7人）：1回/週  

 

個別指導  

    15～20人/週 



グループ学習＝ 

       学び合い  



 グループ指導の流れ 

マナー指導 
⇓ 

課題提示 
⇓ 

資料検索・レジメ作成 
⇓ 
発表 
⇓ 

ディスカッション 
⇓ 

文章作成 
（2000～１００００字） 

 



 

 書く力 



 トレーニングの場 

読む 

話す 

考える 

聞く 

マナー 

自発性 



 書く力は生き抜く力 



学部生指導員選抜の流れ 

ベーシック（レポート作成の基本） 
↓ 

特別コース（一般） 
↓ 

特別コース（論文作成講座） 
↓ 

 論文提出 
↓ 

 審査、合否通知 
 



学部生指導員導入の効果 

• 「目標」を持たせることができる 
 

• 「やる気」を持続させることができる 
 

• 長期的に指導員を固定化できる 



ご清聴ありがとうございました！ 


